
平成30年4月8日

平成30年度北吸江防災会総会資料

1議案．事業（活動）報告

平成29年

4月17日 （月） （文書） 平成29年度高知市自主防災組織等育成強化事業費補助金の申請について他

（高知市地域防災推進課）

4月23日 （日） （会合） 北吸江公民館役員会・班長会

5月01日 （月） （文書） マカリー邸裏避難場所伐採整備工事見積書（みどり作業所）

5月17日 （水） （文書） 平成29年度防災人づくり塾及び防災士資格取得のご案内（高知市防災政策

課）

5月28日 （日） （会合） 五台山校区自主防災会連合会総会（五台山ふれあいセンター）

＊各部落の自主防災会の活動内容アンケート用紙に答える形で、活動実績と計

画を述べ合う。

7月05日 （水） （文書） 平成29年度「高知県シェイクアウト訓練」の参加について（高知市防災推進

課） ＊9月1日 （金）①統一した地震シナリオに基づき②指定医された日時に

③身を守る安全行動を行う。

7月19日 （水） （工事） マカリー邸裏の竹薮伐採工事（みどり作業所)、同21日 （金）まで。

＊避難場所として竹薮を伐採。工事中に井戸跡を発見（作業員はまる)。

7月24日 （月） （文書） 平成29年度高知市自主防災組織連絡協議会防災講演会の開催について（高知

市自主防災連絡会協議会）

7月25日 （火） （文書） 平成29年度「県内一斉避難訓練」及び「地域のみんなで自主防災訓練」につ

いて（見込み調査） （高知市防災推進課）

8月22日 （火） （会合） 「第2回五台山防災フェア開催に向けて」 （五台山ふれあいセンター）

9月15日 （金） （文書） 平成29年度高知市防災資機材等整備費補助金申請手続きについて他（高知市

地域防災推進課）

9月21日 （木） （会合） 「第2回五台山防災フェア最終確認会合」 （五台山ふれあいセンター）

10月1日 （日） （行事） 「第2回五台山防災フェア」本番（五台山小学校） ＊北吸江12名（生徒3）

11月14日 （火） （文書）平成29年度高知市総合防災訓練開催のお知らせ（高知市防災政策課）

＊11月26日 （日）高須浄化センター

12月27日 （日） （訓練）五台山小学校避難所開設訓練（五台山小学校体育館）

＊①避難所の安全確認②受付準備③区画整理④防災無線連絡

平成30年

1月22日 （月） （文書）

2月09日 （金） （文書）

平成29年度自主防災組織活動状況調査実施について（お願い）

平成29年度高知市防災士連絡協議会「市民トリアージ座学・訓練」の周知（高

知市防災士連絡協議会） ＊2月24日 （土）あんしんセンター
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第2議案．会計および監査報告 *P3.
■1■つつ｡●●◆‐

*R4:..規釣,..P_5_:..役員各震_1"..第3議案．新年度役員について

第4議案．事業（活動）計画

1．方針

行政の地域防災計画と、住民が自ら行う 「地区防災計画」が両輪となって、安全安心を確保でき

るよう、自主防災組織を機能させます。高知市の避難経路整備事業、あるいは五台山地区の自主

防災組織との連携など、新しい状況に基づいて、北吸江防災会の規約、組織、設備、要綱などの

見直しを行います。あわせて研修・訓練の実施、情報の共有を行います。

2．行動

･避難経路の整備、 ・防災倉庫の増設、 ・災害時井戸の整備、

･避難要支援者名簿の対応、 ・情報共有の整備、

･訓練研修の実施、

3． 日程

4月、役員名簿整理、

5月、防災倉庫備品の点検、役員会

8月、避難訓練（児童・生徒の参加）

9月上旬、高知市主催避難訓練

10月、施設整備助成金申請、防災研修会

28年2月、救助・救命・被災後生活についての研修及び訓練

*随:.､壬算案

参考

高知市防災情報Facebook

https://www.facebook.com/KochiCity.bousaijyouhou/

北吸江防災会のホームページ、 http://w.livedoor.jp/gyuko/

携帯電話でも閲覧できます。
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平成30年4月1日

第11期(平成29年度）北吸江防災会収支決算報告書

(自平成29年4月1日至.平成30年3月31日）

北吸江防災会
会長谷 晃

以下の通り報告いたします。

【収入I

考金額

842,488

備項目 ・科目

前年度より繰越

134,400 H30/3/28まで入金分

預金利息

各戸分担金
Np帥e両｡、●●U●、●■U●師○○脚､刷り間pO■●岬QHqb04pOQbOq脚qb0dpOqb0dbOQわ0

雑収入 8

’ 976,8961収入計

【支出】
■■■■■■

金額 備 考費 目項 目

資機材消耗品 テント結束バンド

吸江寺東上段一時避難場所

竹他伐採及び整地作業

整備を図る 1,392
GDB｡即●､U●COdDOGe0qp0bOQb0Qp卿｡OQp卿pOq

53,000

M■凸凹凸凹凸凹■白凸凹凸凹凸凹■凹凸“凸凹■四凸凹■凹凸bQ■■Q■凹凸酬白凸岫1G脚●園●間●師Qp函■画qHqHqbO●蝉q

事
業
費

避難通路の簡易な整備費

活！'牛化を図る
■画■■■■■■■■■■■■間■■■■■■■■■■函■■■■

1,100防災資料の収集及び配布費 五台山校区防災フェア案内コピー代

管
理
費

総会資料印刷代1,000
B■｡”pOdpUd●､脚■pOQpOQ軸■CO●軸.

540

鴦
費

今
云

睾
章

振込手数料雑

57,0321支出計

【差引残高】

■
ｰ－－一一

現金18,832-､普通預金901,032.- ’ 919,8641次年度へ繰越す ’

幣杏報告 藍杏をしたところ会計簿､関係害類等内容について適正なことを認めます。

平成30年4月／日

蝋
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一
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山
筋

会計監査

会計監杳
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（会議）

第7条防災会の会議は、定例総会、臨時総会及び役員会とする。

2定例総会は、年1回北吸江公民館の定例総会に合わせて開催する。

3 臨時総会は、役員会又は会長が必要と認めた時、招集する。

4会長は会議の長となり、議長を任命する。

5会議の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。

北吸江防災会規約

（名称・組織）

第1条この自主防災組織の名称は、北吸江防災会（以下「防災会」 と略す） と称する。

防災会の組織は北吸江公民館に属する。

（目的）

第2条防災会は、災害対策基本法及び地域防災計画の規定により、 自主的な防災活動を

行い、災害（地震その他）による被害の防止及び軽減を図ることを目的とする。

（防災計画）

第8条防災会は、災害による被害の防止及び軽減を図るため、防災計画を作成する。

2防災計画は次の事項について定める。

①防災組織の編成及び任務分担に関すること

②防災知識の普及に関すること

③防災組織の実施に関すること

④災害発生時における情報収集・伝達、出火防止、初期消火、救出・救援、避

難誘導及び炊き出しに関すること

⑤その他必要とする事項

（事業）

第3条

’

防災会は、第2条の目的を達成するため、次の事業を行う。

①防災に関する地域の普及に関すること

②災害発生時における情報収集・伝達、初期消火、救出・救護、避難誘導、応

急手当、給食・給水に関すること

③防災訓練の実施に関すること

④防災資機材の備蓄に関すること

（会計）

第9条防災会の運営に関する費用は、会費その他の収入をもって充てる。

第10条防災会の会費は、議会の議決を経て、別に定める。

第11条防災会の会計年度は、毎年4月1日に始まり3月31日に終わる。

（役員）

第4条防災会には次の役員を置く。

会長 1名

副会長 3名

会計 1名

会計監査2名

班長・副班長 若干名

第5条役員の任期は、定例総会から次期定例総会までとする。

（監査）

第12条 防災会の監査は、毎年1回会計監査が行う。ただし必要がある場合は、臨時に

これを行うことができる。

会計監査は監査の結果を総会に報告しなければならない。2

（雑則）

第13条この会則に定めない事項で、防災会の運営に必要な事項は、会長が役員会に諮り

定める。

（役員の任務）

第6条会長は、防災会を代表し、災害発生時には、応急対策の指揮をとる。

2副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けた時はその職務

を行う。

3斑長は、担当班の任務遂行及び会務の処理を行う。

4副斑長は、班長を補佐し、班長に事故があるとき又は鉦長が欠けた時はその職務

を行う。

5会計監査は、会計を監査する。

（付則）

この会則は平成19年3月1日から実施する。



平成30年4月8日

上吸江防災会第12期（半930壬

(自平成30年4月1日 至平成31年3月31日）

北吸江防災会

会長谷晃

【収入】

【支出】

【差引残高】

793874
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項目・科目 金額 備 考

前年度繰越金

各戸分担金

補助金

雑収入

(高知市）組織育成

(高知市）施設整備

919,864

134,000

一
一
一

10

＊補助金申請予定なし

＊年度後半に再検討

預金利息

収入計 1,053,874

項目 費目 金額 備 考

事
業
費

自主防災組織の育成を図
る事業

自主防災組織の整備を図
る事業

自主防災組織の活動活性
化を図る事業

資機材購入費

整備費

防災資料収集及び配布費

教育研修費

30,000

30,000

50,000

100,000

10,000

30,000

避難、救出、救命ほか

教材、資料、講師謝金

テント付属品、備蓄品

避難経路、避難場所の整備

防災会ニュースほか

教材、資料、講師謝金

管理運営費
雑費 10,000 会議費用等

支出計 260,000
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蕊
五台山地区における防災の課題と対策

目
指
す
べ
き
姿

、

災害時の被害を最小化する｢減災対策｣の推進
～たとえ被災しても人命が失われないことを最重視する～

、
避難行動要支
援者対策

●●

●句

唾夷津回川”

継続し』
自主防災組織
等の防災活動
の企画や実施
の支援

一
一
』 旨α

鵡
監征

QO

「地域防災の
課題と対策を

地域のみんな

で話し合う場｣

が必要です。

自主防災組織

を結成して､具
体的な活動に

もつなげよう1

同

ソ
塁

副
詞

H26

津波避難マップ
作成･配布

廃棄物対策
0

｢高知市自主防
災組織連絡協
認会｣の支援

衛生対策 H26~

備蓄計画作成と
計画に基づく備
蓄品配備

H24～HZS

地区別津波避

難計画作成
H26~

訓練･検証

家具転倒防止
助成

燃料対策

対
策

自主防災組織
の結成･連合
化支援

救助･救出対策土砂災
害対策

工事

ブロック塀耐震
助成

H27~

避難所開設･運営

訓練の実施支援

営住民避難対策
H23～H27

津波避難路整
備･誘導灯設置

防災資機材等
整備費補助金 老朽住宅除却

助成
土砂災
害ハ

ザード

マッブ
の配布

止水･排水対策

避難所開殼.運営、
H26~

ﾏﾆｭｱﾙの作成〆
営、
成箕

H23～ 、

津波避難場所の

確保(津波避難

ビル指定等）

H2Z～H23

長期浸水対策検
討会･ワーキング
グループ

自主防災組織
等育成強化事
業賀補助金

木造住宅耐震、
診断士派遣･耐
渡改修費補助

し

避難所の確保

普及･啓
発事業

普及･啓発事業
普及･啓発事業普及･啓発事業普及･啓発事業 普及･啓発事業

地
域
の
防
災

課
題

避難所開

設･運営

災砂
害

土 災砂
害

土 揺れ 津波 長期浸水地域防

災力の

向上

浸水毒

蕊風水害 南海トラフ地震
掌

0

言ﾐ｛匡 一 一 一一

作成高知市地域防災推進卑亟成

多23-7DLDくし沖）
禽 卜説明のため公助を中心に記載していますか､地域防災力向上I－ま、自助lと｢共助jが不可欠です


